
平成 24 年度第 11 回定例市長記者会見資料 

（平成 24 年 10 月 15 日） 

●「消防団員入団促進キャンペーン」の実施について 

 

 札幌市消防局では、消防団員の高齢化・なり手不足の傾向にあるという現状を受け、

「消防団員入団促進キャンペーン」を実施します。 

消防団は、その地域に密着し、住民の安全と安心を守るという重要な役割を担ってい

る組織で、消防団員は、「自分たちの街は自分たちで守る」という市民自治の精神に基づ

き、地域事情を十分に把握しているという特長を生かしながら、災害時の消火・救助活

動や災害等に備えた訓練などを実施しています。 

  今後、地域の防災力をさらに高めていくためには、若い方や女性をはじめ、これまで

以上に市民の皆さんの入団が必要であることから、同キャンペーンを実施し、効果的な

PR による消防団員の確保を図っていきます。 

 

１ キャンペーン期間 

  平成 24 年 10 月 15 日（月）～12 月 13 日（木） ＜60 日間＞   

 

２ 重点項目 

(1) 若年層の入団促進 

(2) 女性の入団促進 

(3) 地元企業や団体との協力体制の推進 

 

３ 主な取り組み 

(1) 消防団員募集ポスターの掲示 

映画「009（ゼロゼロナイン）RE:CYBORG」※とタイアップしたポスターを作成し、

各区役所や市立図書館・体育館、地下鉄駅、高校、大学などに掲示。 
※ 石ノ森 章太郎氏原作のアニメで、映画は 10 月 27 日から全国で公開される。正義を守るヒーローの姿と、

消防団という地域を守るヒーローの姿を重ね合わせ、コラボレーションを行った。 

(2) 消防団員募集リーフレットの配布 

市立体育館や市内美容室※、各企業にリーフレットを設置し、利用者に配布。 
※ 女性の入団促進を図るため、今年度初めて美容室にもリーフレットを設置する。 

(3) 広報媒体を活用した啓発活動 

・広報さっぽろ 11 月号に掲載 

・大型ビジョン（読売ビジョン、道新ビジョン、イオン発寒ビジョン・札幌駅前通

地下歩行空間）に広告掲載 

・市本庁舎正面玄関の「まちづくりインフォメーション」に広告掲載 

・各区のミニコミ誌に掲載 

・消防署職員や消防団員がコミュニティ FM に出演 

・広報番組で消防団の活動を紹介 

(4) 各種行事等での啓発活動 

各消防団・消防署が行う火災予防行事や応急手当講習などの各種行事において、消

防団員が直接地域住民に働き掛け、入団促進を図る。 

 



４ 札幌市の消防団について 

(1) 消防団の組織 

消防団は、消防署と同じく市町村に設置されている消防機関。消防署は、機動力や

即時対応力のある常備の消防機関であるのに対し、消防団は、動員力や地域密着性の

ある非常備の消防機関である。行政区域ごとに設置され、10 消防団・10 本部・72 分団

で組織されている。 

 

 (2) 消防団員の入団条件・報酬等 

   入 団 条 件：心身ともに健康で、採用される消防団の区域に居住、または通勤・通

学している 18 歳以上の方。なお、入団後は、特別職の地方公務員（非

常勤）となる。 

   出 動 報 酬：出動回数等に応じて支給される。 

   退職報奨金：在職 5 年以上の団員が退職した場合に、勤務年数や階級に応じて支給

される。 

   災 害 補 償：現場活動や訓練でけがなどをした場合には、療養費用や休業補償など

を受けることができる。 

 

 (3) 消防団の活動 

   火災現場における消火活動や避難誘導のほか、水害時における水防活動など、災害

発生時にさまざまな活動を行う。また、日頃は、災害等に備えた消火・人命救助など

の訓練のほか、高齢者世帯等に対する防火アドバイスや、地域の防災訓練・応急手当

講習への協力など、防災を通じて地域コミュニティを支える役割も担っている。 

  ＜地域の特徴などに合わせた活動を行っている消防団の例＞ 

・北海道工業大学の学生を中心として、主に山岳救助を行う消防団（手稲区） 

・女性のみで構成され、応急手当講習などに力を入れている消防団（厚別・豊平・ 

 清田・南区・手稲区） 

・地元企業や団体と連携し、重機を使用して災害現場で活動の支障となるがれきや

車両の除去を行う消防団（清田区）                    

など 

(4) 消防団員現員状況 

 H21.4.1 H22.4.1 H23.4.1 H24.4.1 H24.10.1 

現 員 

(充足率) 

1,976人 

(91.9%) 

1,953人 

(90.8%) 

1,960人 

(91.2%) 

1,930人 

(89.9%) 

1,937人 

(90.1%) 

平均年齢 49.9歳 50.1歳 50.5歳 50.3歳 50.3歳 

※ 条例定数は 2,150 人。 

※ 全国の平均年齢は 39.1 歳、充足率は 93.8％（H23.10.1 現在） 

 

 

 



(5) 平成 23 年中の消防団員の活動状況 

活動区分 総 数 火災・水害 予防・警戒等 研修・訓練 

回数（回） 8,542 452 5,854 2,236 

人員（人） 38,650 1,130 22,115 15,405 

 

(6) 女性団員について 

    総 数 うち女性 割合 

全 国（H23.10.１現在） 881,638 人 19,987 人 2.3%

札幌市（H24.10.１現在） 1,937 人 388 人 20.0%

 

(7) 学生団員について 

    総 数 うち学生 割合 

全 国（H23.10.1 現在） 881,638 人 2,056 人 0.2%

札幌市（H24.10.1 現在） 1,937 人 43 人 2.2%

   ※ 札幌市の学生 43 人のうち、女性は 5人。 

 

 

問い合わせ先 

消防局総務部職員課 原田・坂上・三和 

電話：215-2020 


